
　

株主の皆様へ
　

「第44回定時株主総会招集ご通知」に際しての
　

インターネット開示事項
　

連結計算書類の連結注記表

計算書類の個別注記表

　

第44回定時株主総会招集ご通知に際して提供すべき書面のうち、
「連結計算書類の連結注記表」、「計算書類の個別注記表」につきまし
ては、法令及び当社定款第14条の規定に基づき、インターネット上
の当社ウェブサイト（https://www.yasue.co.jp）に掲載しており
ます。

　
株式会社 安江工務店

　
（証券コード1439）
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連結注記表

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
（1）連結の範囲に関する事項

連結子会社の状況
・連結子会社の数 ２社
・連結子会社の名称
株式会社Ｎ－Ｂａｓｉｃ
株式会社トーヤハウス
当連結会計年度より、新たに株式を取得した株式会社トーヤハウスを連結の範囲

に含めております。

（2）連結子会社の事業年度等に関する事項
すべての連結子会社の決算日は、連結会計年度と一致しております。
当連結会計年度より新たに連結子会社となった株式会社トーヤハウスは決算日を7月

31日から12月31日に変更しております。

（3）会計方針に関する事項
①重要な資産の評価基準及び評価方法
イ.有価証券の評価基準及び評価方法
その他有価証券
時価のあるもの…… 期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法

により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
ロ.たな卸資産の評価基準及び評価方法
未成工事支出金…… 個別法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
販売用不動産 …… 個別法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
材料貯蔵品 …… 総平均法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

　
②重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ.有形固定資産 …… 定率法を採用しております。

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を
除く）及び平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構
築物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下の通りであります。
建物及び構築物 10～39年
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ロ.無形固定資産 …… 定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可
能期間５年に基づいております。

③重要な引当金の計上基準
イ．貸倒引当金 …… 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収
可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

ロ．賞与引当金 …… 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に
基づき当連結会計年度に見合う分を計上しております。

ハ．完成工事補償
引当金

…… 完成工事に係る瑕疵担保等の費用に備えるため、過去の完成工事
に係る補償費等の実績を基準として算定した将来の補償見込額を
計上しております。

二．工事損失
引当金

…… 受注工事に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末手持
工事のうち損失の発生が見込まれ、その金額を合理的に見積もる
ことができる工事について、損失見込額を計上しております。

④収益及び費用の計上基準
完成工事高及び完成工事原価の計上基準
工事完成基準を適用しております。

⑤のれんの償却方法及び償却期間
５～７年間で均等償却しております。

⑥その他の連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項
消費税等の会計処理
　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２.会計方針の変更
「従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い」（実
務対応報告第36号 平成30年１月12日。以下「実務対応報告第36号」という。）等を平成
30年４月１日以後適用し、従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する
取引については、「ストック・オプション等に関する会計基準」（企業会計基準第８号 平成
17年12月27日）等に準拠した会計処理を行うことといたしました。
ただし、実務対応報告第36号の適用については、実務対応報告第36号第10項（３）に定
める経過的な取扱いに従っており、実務対応報告第36号の適用日より前に従業員等に対し
て権利確定条件付き有償新株予約権を付与した取引については、従来採用していた会計処理
を継続しております。
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３. 連結貸借対照表に関する注記
（1）担保に供している資産及び担保に係る債務
①担保に供している資産
建物及び構築物 37,375千円
土地 168,812千円
　 計 206,187千円

②担保に係る債務
１年内返済予定の長期借入金 8,100千円
長期借入金 57,625千円
　 計 65,725千円

（2）有形固定資産の減価償却累計額 299,406千円

（3）当座貸越契約
　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行と当座貸越契約を締結しており
ます。
　当連結会計年度末における借入未実行残高等は、次の通りであります。
当座貸越限度額の総額 600,000千円
借入実行残高 ―
差引額 600,000千円

４．連結株主資本等変動計算書に関する注記
（1）当連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び総数

普通株式 1,305,620株
　
（2）当連結会計年度の末日における新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないもの

を除く）の目的となる株式の種類及び数
普通株式 7,920株

（3）配当に関する事項
①配当支払額
決議 株式の種類 配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

平成30年３月９日
取締役会 普通株式 56,033 43 平成29年12月31日 平成30年３月13日
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②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度にな
るもの
決議 株式の種類 配当金の総額

（千円） 配当の原資 １株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

平成31年３月11日
取締役会 普通株式 57,161 繰越利益剰余金 44 平成30年

12月31日
平成31年
３月13日

５．金融商品に関する注記
（1）金融商品の状況に関する事項
①金融商品に対する取組方針
主に設備投資に必要な資金の調達を目的として、銀行等金融機関から借入により資金を

調達しております。
また、資金運用については短期的な預金等に限定しております。

②金融商品の内容及びリスク
営業債権である、完成工事未収入金は顧客の信用リスクに晒されております。当該リス

クについては、顧客の信用状況を把握するとともに、債権残高を随時把握することを通じ
てリスクの軽減を図っております。
また、法人顧客新規取引の開始に当たっては、原則信用調査を行い取引条件を含め取引

の可否について判断をしております。
投資有価証券は主に業務上の関係を有する企業の株式で、市場価格の変動リスクに晒さ

れており、時価を把握し、財務状況等を確認しております。
営業債務である工事未払金及び未払金は概ね２か月以内の支払期日であります。
借入金は主に設備投資に必要な資金の調達を目的としたものであり、主に固定金利で調

達しており、償還日は決算日後、最長で13年後であります。

③金融商品に係るリスク管理体制
イ．信用リスクの管理

当社は、販売管理規程に従い、営業債権を各部門において、顧客案件ごとに回収期日
及び残高を管理しております。
また、定期的にヒアリングを実施し回収懸念の早期把握や軽減を図っております。
法人顧客新規取引の開始に当たっては、与信管理規程に従い、原則として受注先の信
用調査を行い、取引条件を含め、取引の可否について社長決裁を行っており、信用リス
クに応じた審査体制をとっております。

ロ．市場リスクの管理
投資有価証券については、定期的に時価や発行体の財務状況等を把握し、取引先企業
との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。
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ハ．資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
当社は、各部門からの報告に基づき、随時に資金繰状況を把握して管理するととも
に、取引銀行と当座貸越契約を締結するなどして、流動性リスクを管理しております。

④金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に
算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでい
るため、異なる前提条件を採用することにより、当該価額が変動することもあります。

　
（2）金融商品の時価等に関する事項

平成30年12月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、
次の通りであります。

連結貸借対照表計上額
(千円)

時価
(千円)

差額
(千円)

(1) 現金預金 856,534 856,534 ―
(2) 完成工事未収入金 172,311 172,311 ―
(3) 投資有価証券 5,296 5,296 ―

資産計 1,034,142 1,034,142 ―
(1) 工事未払金 349,574 349,574 ―
(2) 短期借入金 20,000 20,000 ―
(3) 未払金 68,936 68,936 ―
(4) 未払法人税等 93,803 93,803 ―
(5) 長期借入金 ※ 599,739 603,845 △4,106

負債計 1,132,054 1,136,160 △4,106
※１年内返済予定の長期借入金を含んでおります。
　
（注）金融商品の時価の算定方法ならびに有価証券に関する事項
資 産 （1）現金預金、（2）完成工事未収入金

これらはすべて短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当
該帳簿価額によっております。
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（3）投資有価証券
時価については、株式は取引所の価格によっております。

　
負 債
（1）工事未払金、（2）短期借入金（3）未払金、（4）未払法人税等

これらはすべて短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当
該帳簿価額によっております。

（5）長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）
長期借入金の時価については、元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想
定される利率で割り引いた現在価値より算定しております。

６．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 1,079円95銭
１株当たり当期純利益 108円09銭

７．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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８.その他の注記
（企業結合等関係）
取得による企業結合
（1）企業結合の概要
①被取得企業の名称及び事業の内容
被取得企業の名称 株式会社トーヤハウス
事業の内容 建築業（新築・リフォーム）、不動産業、太陽光発電システム事業

②企業結合を行った主な理由
26年の長きにわたり地域に密着し、紹介のみの受注によって堅実に成長しており、あわ
せて協力会社との強固なネットワークを活かし、平成28年4月に発生した熊本地震による
甚大な被害からの復興需要にも、競合他社と比較して早期に対応できる体制が整っており
ます。これらのことから、当社のさらなる企業価値向上と事業拡大に大きく寄与するとと
もに、災害からの復旧・復興に資するものと考えております。

③企業結合日（株式取得日）
平成30年５月31日

④企業結合の法的形式
現金を対価とする株式の取得

⑤結合後企業の名称
株式会社トーヤハウス

⑥取得した議決権比率
取得前の議決権比率 ―％
取得後の議決権比率 100％

⑦取得企業を決定するに至った主な根拠
当社が現金を対価として株式会社トーヤハウスの発行済株式の全部を取得したためであ
ります。

（2）連結計算書類に含まれている被取得企業の業績の期間
平成30年６月１日から平成30年12月31日まで
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（3）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
取得の対価 現金 220,000千円
取得原価 220,000千円

（4）主要な取得関連費用の内容及び金額
アドバイザリー費用等 27,450千円

（5）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
①発生したのれんの金額
200,372千円

②発生原因
取得原価が被取得企業の純資産の当社の持分相当額を上回ったため、その超過額をのれ
んとして計上しております。

③償却方法及び償却期間
７年間にわたる均等償却

（6）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額ならびにその内訳
流動資産 413,608千円
固定資産 25,631千円
資産合計 439,240千円

流動負債 376,104千円
固定負債 43,508千円
負債合計 419,613千円

（7) 企業結合が連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結
損益計算書に及ぼす影響の概算額及びその算定方法
当連結会計年度における概算額の算定が困難であるため、記載しておりません。
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個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
（1）資産の評価基準及び評価方法
①有価証券の評価基準及び評価方法
イ．子会社株式…… 移動平均法による原価法
ロ．その他有価証券
時価のあるもの…… 期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法

により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
②たな卸資産の評価基準及び評価方法
未成工事支出金…… 個別法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
販売用不動産 …… 個別法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
材料貯蔵品 …… 総平均法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

　
（2）固定資産の減価償却の方法
①有形固定資産 …… 定率法を採用しております。

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を
除く）及び平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構
築物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下の通りであります。
建物 10～35年
構築物 10～20年
工具器具・備品 ５～20年

②無形固定資産 …… 定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能
期間５年に基づいております。

（3）引当金の計上基準
①賞与引当金 …… 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基

づき当事業年度に見合う分を計上しております。
②完成工事補償
引当金

…… 完成工事に係る瑕疵担保等の費用に備えるため、過去の完成工事に
係る補償費等の実績を基準として算定した将来の補償見込額を計上
しております。
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③工事損失
引当金

…… 受注工事に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末手持工事の
うち損失の発生が見込まれ、その金額を合理的に見積もることがで
きる工事について、損失見込額を計上しております。

（4）収益及び費用の計上基準
完成工事高及び完成工事原価の計上基準
　工事完成基準を適用しております。

（5）その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
　消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２.会計方針の変更
「従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い」（実
務対応報告第36号 平成30年１月12日。以下「実務対応報告第36号」という。）等を平成
30年４月１日以後適用し、従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する
取引については、「ストック・オプション等に関する会計基準」（企業会計基準第８号 平成
17年12月27日）等に準拠した会計処理を行うことといたしました。
ただし、実務対応報告第36号の適用については、実務対応報告第36号第10項（３）に定
める経過的な取扱いに従っており、実務対応報告第36号の適用日より前に従業員等に対し
て権利確定条件付き有償新株予約権を付与した取引については、従来採用していた会計処理
を継続しております。

３．貸借対照表に関する注記
（1）担保に供している資産及び担保に係る債務
①担保に供している資産
建物 37,375千円
土地 168,812千円
　 計 206,187千円
②担保に係る債務
１年内返済予定の長期借入金 8,100千円
長期借入金 57,625千円
　 計 65,725千円

（2）有形固定資産の減価償却累計額 260,825千円
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（3）当座貸越契約
　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行と当座貸越契約を締結しており
ます。
　当事業年度末における借入未実行残高等は、次の通りであります。
当座貸越限度額の総額 600,000千円
借入実行残高 ―
差引額 600,000千円

４．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高は次の通りであります。
営業取引による取引高 546千円
営業取引以外の取引高 2,875千円

５．株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末における自己株式の種類及び株式数
普通株式 6,500株

６．税効果会計関係に関する注記
繰延税金資産の発生の主な原因内訳
繰延税金資産
完成工事補償引当金 7,929千円
賞与引当金 13,987
差入保証金 2,549
未払事業税 5,110
投資有価証券評価損 487
棚卸資産の評価減 3,644
その他 3,853
繰延税金資産小計 37,561
評価性引当額 △3,036
繰延税金資産合計 34,525

繰延税金負債
その他有価証券評価差額金 △147
特別償却準備金 487
繰延税金負債合計 340
繰延税金資産純額 34,185
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７．関連当事者との取引に関する注記
子会社及び関連会社等

種類 会社等の
名前

議決権等の所有
（被所有）割合
（％）

関連当事者
との関係 取引内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
（千円）

子会社 株式会社
Ｎ－Ｂａｓｉｃ

所有直接
100％

資金の貸付
役員の兼任
業務受託

資金の貸付
（注１） 20,000 関係会社

短期貸付金 20,000

業務受託料
の受取
（注２）

1,200 ― ―

子会社 株式会社
トーヤハウス

所有直接
100％

役員の兼任
業務受託

業務受託料
の受取
（注２）

1,400 ― ―

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注１）資金の貸付については、市場金利等を勘案しており、利率を合理的に決定しております。
（注２）業務受託料の受取については、業務内容を勘案して両者協議により合理的に決定しております。
　
８．１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 1,091円68銭
１株当たり当期純利益 117円22銭

　
９．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。
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